
■ 回答者の属性

男女構成比率

年齢構成比率

生物多様性保全に関する認知度等アンケート調査

　長崎県では、本県における生物多様性の保全と持続可能な利用に関する施
策を総合的かつ計画的に推進するため、令和３年３月に「長崎県生物多様性
保全戦略2021-2025」を策定しました。
　『いきものと人々がにぎわう「ながさきの未来環境」』の実現を目指し、
今後５年間で重点的に取り組むべき５つの行動目標を定めて、各種取組を推
進しています。
　この戦略の施策の効果を把握するために、県民の生物多様性に関する認知
度や県民が「生物多様性保全」に求めているものなど１３の項目についての
アンケートを実施するものです。

令和３年６月２５日から令和３年７月１４日までの期間で実施

ながさき県政ＷＥＢアンケート全モニター（３３７名）

人数 構成比率

302 100.0%

回答者３０２名（回答率８９．６％）

県民生活環境部　自然環境課

性別

男性

女性

137 45.4%

165 54.6%

17.9%

年齢 人数 構成比率

１０代 3 1.0%

68 22.5%

５０代 54 17.9%

２０代 29 9.6%

３０代 54

302 100.0%

６０代 64 21.2%

７０代以上 30 9.9%

調査期間：

調査対象：

回答状況：

調査担当課：

調査目的：

合計

４０代

合計

45.4%

54.6%

男性

女性

1.0%

9.6%

17.9%

22.5%17.9%

21.2%

9.9% 10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上



合計 302 100.0%

Ｑ２　あなたは、「生物多様性」の言葉の意味を知っていますか。〔回答は一つ〕

Ｑ１　あなたは、自然についてどの程度関心をもっていますか。〔回答は一つ〕

３．知らない 269 89.1%

４．その他 0.3%

１．内容を知っている 8 2.6%

２．内容は知らないが、作って
　　いることは知っている

24 7.9%

Ｑ３　あなたは、長崎県が「生物多様性保全戦略」を作っていることを知ってますか。
　　　〔回答は１つ〕

項目 回答数 割合

1

31.1%

0.3%

100.0%

項目

１．言葉の意味を知っている

２．意味は知らないが、言葉は
　　聞いたことがある

３．聞いたことはない

４．その他

合計

回答数

82

125

94

1

302

302

項目

１．非常に関心がある

２．関心がある

３．あまり関心が無い

４．関心が無い

５．その他

合計 100.0%

回答数

65

165

62

10

0

割合

21.5%

54.6%

20.5%

3.3%

0.0%

割合

27.2%

41.4%

21.5%

54.6%

20.5%

3.3% 0.0% 非常に関心があ

る

関心がある

あまり関心が無

い

関心が無い

その他

27.2%

41.4%

31.1%

0.3%

言葉の意味を知っている

意味は知らないが、言葉は聞いたことがある

聞いたことはない

その他

2.6%

7.9%

89.1%

0.3%

内容を知っている

内容は知らないが、作っていることは知っている

知らない

その他



2.6%

37 12.3%

5 1.7%

302 100.0%

３．人間の生活の利便性を確保
　　するためには、多様な生物が
　　生息できる環境が失われても
　　やむを得ない

４．わからない

５．その他

合計

項目 回答数

87

165

8

４．不特定多数の県民や団体が
　　活動しやすいような制度を
　　作る必要がある

32 10.6%

Ｑ５　生物多様性の保全のため、様々な生物やそれらが生育・生息できる環境
　　　を守る取組みがなされていますが、あなたは、生物多様性保全と人間
　　　生活とのかかわりはどの程度重要だと考えますか。〔回答は一つ〕

７．その他 8 2.6%

合計 302 100.0%

２．生物多様性保全戦略の取組
　　などをＰＲするイベントを
　　行う必要がある

100 33.1%

６．わからない 43 14.2%

３．県をはじめとする地方公共
　　団体自らが積極的に取組む
　　必要がある

49 16.2%

５．広める必要はない

項目 回答数 割合

１．数多くの人や団体が生物多様
　　性保全戦略作りに関与できる
　　仕組みが必要である

64 21.2%

6 2.0%

Ｑ４　あなたは、長崎県の「生物多様性保全戦略」を広めるためには何が必要だと
　　　思いますか。〔回答は１つ〕

１．人間の生活がある程度制約
　　されても生物多様性保全の
　　取組みを優先する

２．人間の生活が制約されない
　　程度に、生物多様性保全の
　　取組みを進める

割合

28.8%

54.6%

21.2%

33.1%16.2%

10.6%

2.0%

14.2%

2.6%

数多くの人や団体が生物多様性保全戦略作りに関与でき

る仕組みが必要である

生物多様性保全戦略の取組などをＰＲするイベントを行

う必要がある

県をはじめとする地方公共団体自らが積極的に取組む必

要がある

不特定多数の県民や団体が活動しやすいような制度を作

る必要がある

広める必要はない

わからない

その他

28.8%

54.6%

2.6%
12.3%

1.7%

1 2 3 4 5



合計 910 301.3%

５．生物多様性保全に対する取組
　　みを進めるための科学的な
　　データの集積

88 29.1%

６．生物多様性保全に取組んで
　　いる民間団体への支援 80 26.5%

８．わからない 21 7.0%

９．その他 9 3.0%

４．野生鳥獣や外来生物による
　　被害の防止 140 46.4%

７．生物多様性の情報提供や環境
　　教育等の普及啓発活動 136

割合

45.0%

２．里地里山といった身近な自然
　　の保護 168 55.6%

３．ツシマヤマネコをはじめと
　　した希少な野生動植物の保護 137 45.4%

項目

１．様々な動植物が生息･生育して
　　いること

２．食糧、水、木材、繊維、燃料
　　などの資源の供給源

３．気候変動、水質保全、病害虫
　　抑制、防災・減災等の環境を
　　制御する調整機能

４．自然景観の保全、レクリエー
　　ション、教育的効果など
　　文化的なもの

５．光合成、土壌形成など生命の
　　基盤

40.1%

61.3%

22.8%

42.1%

69

127

６．わからない

７．その他

合計

Ｑ７　あなたは、生物多様性保全のために、長崎県が行うべき取組みは何だと
　　　思いますか。（複数回答可能）

項目 回答数

9.3%

1.3%

233.8%

割合

Ｑ６　あたなにとって、生物多様性保全が重要であると思う理由は何ですか。
　　　（複数回答可能）

172

121

185

回答数

28

4

706

57.0%

１．雲仙天草国立公園などの貴重
　　な自然景観地の保護 131 43.4%

172

121

185

69

127

28

4
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1.3%

28.1%

10.9%

179.8%

2.0%

3.0%

12.6%

38.7%

22.8%

85

38

117

69

22 7.3%

543

5.0%

13.6%

4.0%

12.6%

3.3%

6.0%

4.6%

9

4.0%

16．現在は行っていないが、今後は行いたい
　　と思っている

17．現在行っておらず、今後も行いたいとは
　　思わない

合計

15

41

12

38

10

18

33

14

項目 回答数 割合

１．野生生物（希少種等）の保護活動

２．街や敷地などでの緑化（道路植栽の管理
　　やグリーンカーテンなど）

３．森づくり（植林活動など）

４．海や川などでのごみ拾い

５．イノシシ、シカ、外来種などの駆除

６．草原の管理（野焼きや下草刈など）

７．里地里山の管理（荒廃農地の再生や
　　雑木林の手入れなど）

８．里海の管理（藻場や干潟などの再生・
　　創出）

９．生きものの調査

10．自然環境に関連したシンポジウムや研修
　　会等への参加

11．自然体験活動（登山、キャンプ、自然
　　観察など）

12．地産地消（地元農産物等の優先購入）

13．環境に配慮した商品（エコラベルや
　　生きものマークなど）の生産・購入

14．自然にちなんだ祭りや伝統行事への参加

15．生物多様性の保全をしている活動団体
　　への寄付など

6

12

4

Ｑ８　あなたが、今行っている生物多様性の保全や利用に関する取組は
　　　何ですか。（複数回答可能）

15

41

12

38

10

18

14

6

12

9

38

117

69

22

4

85

33

0 50 100 150

野生生物（希少種等）の保護活動

街や敷地などでの緑化（道路植栽の管理やグリーンカーテンなど）

森づくり（植林活動など）

海や川などでのごみ拾い

イノシシ、シカ、外来種などの駆除

草原の管理（野焼きや下草刈など）

里地里山の管理（荒廃農地の再生や雑木林の手入れなど）

里海の管理（藻場や干潟などの再生・創出）

生きものの調査

自然環境に関連したシンポジウムや研修会等への参加

自然体験活動（登山、キャンプ、自然観察など）

地産地消（地元農産物等の優先購入）

環境に配慮した商品（エコラベルや生きものマークなど）の生産・購入

自然にちなんだ祭りや伝統行事への参加

生物多様性の保全をしている活動団体への寄付など

現在は行っていないが、今後は行いたいと思っている

現在行っておらず、今後も行いたいとは思わない



７．その他

合計

回答数

１．生物を観察したり、外に出て
　　自然と積極的に関わって行き
　　たい

２．自然保護活動や美化活動に
　　参加したい

３．生物多様性に配慮した製品を
　　優先的に購入したい

４．自然や生物について家族で
　　話し合いたい

５．節電など地球温暖化対策に
　　取組みたい

６．わからない

2.6%

183.4%

102

97

96

33

187

31

8

554

合計 302 100.0%

Ｑ９　あなたが、今から行いたい生物多様性のための取組みは何ですか。
　　　（複数回答可能）

割合項目

33.8%

32.1%

31.8%

10.9%

61.9%

10.3%

16．現在は行っていないが、今後
　　は行いたいと思っている

85 28.1%

17．現在行っておらず、今後も
　　行いたいとは思わない

33

項目 回答数 割合

１～15．生物多様性の保全や利用
　　　に関する取組を行っている

184 60.9%

10.9%
184

85

33

生物多様性の保全や利用に関する取組を行っ

ている

現在は行っていないが、今後は行いたいと

思っている

現在行っておらず、今後も行いたいとは思わ

ない
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合計 302 100.0%

合計 302 100.0%

Ｑ１２　あなたは、長崎県内においても外来種による問題が起こっていること
　　　　を知ってますか。〔回答は一つ〕

項目 回答数 割合

２．聞いたことがある 60 19.9%

３．知らない 9 3.0%

１．知っている 161 53.3%

２．知らないが、聞いたことが
　　ある 72 23.8%

３．知らない 68 22.5%

４．その他 1 0.3%

54 17.9%

Ｑ１１　あなたは、「外来種」または「外来生物」という言葉を
　　　　知ってますか。〔回答は一つ〕

項目 回答数 割合

合計 576 190.7%

１．意味を知っている 233 77.2%

７．わからない 46 15.2%

８．その他 6 2.0%

３．生物多様性保全に係る取組み
　　を必要とする地域や内容に
　　対する情報提供

142 47.0%

６．必要ない 3 1.0%

４．活動団体同士のネットワーク
　　作り 78 25.8%

５．活動に対するアドバイザーや
　　講師等の派遣

１．活動に対する経費の支援 119 39.4%

２．色々な団体の活動内容や参加
　　募集等の情報提供 128 42.4%

Ｑ１０　県民や民間団体の生物多様性保全活動に関して、長崎県に求めるもの
　　　　はありますか。（複数回答可能）

項目 回答数 割合
0 50 100 150
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合計 302 100.0%

７．その他 2 0.7%

５．外来種に関する教育や普及
　　啓発（分布や影響について
　　の情報発信など）の取組

49 16.2%

６．取組む必要はない 4 1.3%

３．飼養や栽培、運搬の規制など
　　拡げないための取組 15 5.0%

４．被害を及ぼす外来種を駆除
　　する取組 64 21.2%

１．輸入の規制などの入れない
　　取組 79 26.2%

２．ペットを捨てない、逃がさ
　　ないための取組 89 29.5%

Ｑ１３　長崎県内における外来種対策として、あなたが最も重要と思う取組は
　　　　何ですか。〔回答は一つ〕

項目 回答数 割合

26.2%

29.5%

5.0%

21.2%

16.2%

1.3% 0.7%
輸入の規制などの入れない取組

ペットを捨てない、逃がさないための取組

飼養や栽培、運搬の規制など拡げないため

の取組

被害を及ぼす外来種を駆除する取組

外来種に関する教育や普及啓発（分布や影

響についての情報発信など）の取組

取組む必要はない

その他


